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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・経過、月報など期日を守って提出してください。
・転倒転落シート・LASMIの提出期限が8月25日までとなっている。

・子供連れの日帰り旅行が8月10日実施予定となっている。
・太極舞の参加者が少なくエアロビの今後の運営について検討が必要となっているためプログラム班(D：馬場、DN：工藤)がエアロビ講師に相談するように。利用者様の層に合ったものを検討し、または参加者が少ない場合には休講も視野に入れ要望を伝えていく。尚、11日、14日、16日はエアロビは休みとなっている。

・8月25日(金)避難訓練実施予定となっている。
・筋トレプログラムの検討の進捗に関しては、7日にお試しで実施し、利用者様の希望をとりいれ再検討していく。
＜利用者様情報＞

デイケア

・久保　興介様～本日久しぶりの来所となっている。病状や生活状況について確認すると被害妄想を感じることがあるが気にしないようにして過ごしているとのこと。「コミュニケーションの勉強をしたくて来ました」と話しており、同年代の若松様・根地戸様と笑顔で会話していることが多い。また最近、友人と南郷ジャズフェスティバルに行ったとのこと。プログラムへは、レクダンスは途中退席しているが言えよう指導は最後まで参加している。
・冨田　紀子様～外来からの情報提供で、本日家族が来て話しをする予定。入院治療に関しては、グループホームの意向を聞いてから検討していくとのこと。また、冨田様の最近の様子としては、先日帰宅後、ロッカーの鍵を返し忘れたとのことで再来所していたが「自分が認知症になってしまって死なないば駄目だ」と話している。様子を注意深く観察する必要がある。
・福井　彩　様～スタッフ小嶋を指名し他言無用として相談をしている。先日から友人からの紹介で新しい仕事を行っているが、生理予定日が遅れ検査薬を実施した結果、妊娠している可能性が有ることを友人に話したとのこと。そのことで、友人から怒られ、職場からも雇用採用の時期をずらす案や試験を落とし不採用にする案などを提示されているという。「話をして落ち着いた」と話しており、今後の仕事のこと、妊娠の計画などを夫様と話し合い決めるよう促し、まずは婦人科受診をし妊娠が確定してから今後のことを決めていくこととしている。
デイナイトケア
・野月　利章様～カンファレンス内で昨日の二重服薬の事故について共有し振り返りを行っている。今後の対応としては、前日に母様から薬を預かり、翌朝本人とともにステーション前のポケットにセットをしてもらう。12時の申し送り時に昼食後・夕食後薬があるかチェックし、17時に夕食後薬があるかをチェックしていく。また、自分でできることは自分でやってもらうように声をかけていく。
・倉橋　生子様～青風荘より情報提供が有り、昨日帰荘後の様子として、妹様が8月10日に来ることが決まりその後多弁さが見られるという。本日は他者へ苛立ちを表す事や不機嫌さは無く、表情は穏やかで「久しぶりに睡眠取れた」と話し、本人様は服薬変更の効果が有ったではないかということを話している。
・倉石ヨシエ様～青風荘からの情報提供で、排便が確認されずアローゼン、シンラックの服用をしているが、本日で排便が5日間確認されていないとのこと。本日、昼食時にも排便確認が取れず昼食後にアローゼンを服用している。午後も排便状況を確認していく。
ナイトケア
・前野　義勝様～昨日本人様より電話があり、今週のナイトケア利用について報告がある。「腰が痛いから休みたい」「徐々に良くなってきている」とのこと。水曜日まで電話連絡をするよう促しており、実施できたことを評価して伝えている。2、3ヶ月程来所していないため風呂の利用を提案するなどして利用を促していく必要がある。

・村上　元道様～ここ1ヶ月程来所していない。来所頻度が下がった際に、気分高揚などの病状変化がある傾向がある為、注意が必要である。

＜外来情報＞

・冨田　紀子様～用事がある以外は、デイへ行けていると話している。グループホームで

は、みんなと仲良く出来ていると話している。

・奥山　以依子様～時折、便秘傾向となる事はある様だが、大丈夫と話している。8月11

日に納涼祭があって、うちわとプリンを作るんですと楽しみにしている様

子あり。

・船場　幸子様～グループホームでは、繁名さんとご飯を炊いてますと話している。特変

なく落ち着いて過ごす事出来ている様子あり。

・中居　美津子様～今日は、セルリアンは暇だったと話している。ふくらはぎがこわばる

事があるとのことで、エペリゾンが3日分処方となる。

・鹿原　博夫様～チラシ配りやメンテナンスを行っていると話している。変調はなく過ご

す事出来ていると話している。

・前野　義勝様～便秘傾向であるとの事で、下剤が追加処方となっている。
・松川　順子様～幻視・視覚異常は変わらないとの事。リスペリドン内用液を増やしても良いが、プロラクチンが高くなるため経過をみる事としている。
・若松　邦生様～曜日によって疲労度が異なり、月曜日が辛く次が大丈夫。水曜疲れていると。周りの雰囲気による。水・金は特定の利用者の言動が気になる。デイを続けるか、他の目標を持つか仕事か社会復帰か漠然としている。姉がかえってくるため、医師からはあまり姉とは合わないようにと指導あり。気分転換方法が図書館に行き世界史と日本史を照らし合わせをしてノートにまとめている。

カンファレンスシート（寺地　啓喜　様）　

実施日：H29年8月3日（木）13：00～13：30

担当チーム：慶長

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	寺地　啓喜　様
	性別
	男
	年齢
	32
	生年月日
	S60.1.10

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	後々仕事を目指していきたい

	入院歴
	計8回（最終：H28年12月16日～H29年7月12日）

	通所歴
	1回目　今回：H29.7.14～現在　　（週3回月、水、金）

	その他サービス利用
	なし

	住居：自宅にて家族と同居
	家族構成：母親、弟

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級、障害基礎年金2級、自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

H19年7月より幻聴・妄想等の症状が出現し、H19.7.11袖ヶ浦さつき台病院を初診し、同院1回目の入院。同年9月1日に退院となり、退職して八戸市へ帰省。帰省後マナクリニックを受診し、同院への通院を継続。徐々に上記症状が悪化し、H20.10.21八戸赤十字病院精神科へ転院し通院を継続。以後､病状の悪化により同院へ7回の入院歴がある。H27.10.13退院後、同院精神科デイケアや、就労継続支援B型「チョコクッキー」の利用を継続。症状は動揺的で､病状が不安定となり利用は不定期であった。家族関係に悩みストレスが強まって、幻聴､不眠等の症状､抜毛行為､浪費が目立つようになり、H28.10.5同院8回目の入院。自宅への外泊を行うも家族関係に対する悩みやストレスを強く訴えていた。以後も同様の状態が持続し､退院先について､面会時の家族とのやり取りによって意向を変えていた。自宅以外の退院先を希望し､施設入所を検討。施設が併設されている当院への転院が検討され､H28.12.16当院1回目の入院。入院当初は、幻聴の訴えはないが、一点を凝視する回転しながら歩行するなどの奇異行動がある。外泊を機会に不調を訴え、独語や空笑、壁を叩くなどの行動も見られ、服薬調整を実施。幻聴は残存するが、病状の再熱なく経過し、H29.3.16病棟を移動し療養環境の変更を図る。依然として、幻聴は残存し独語もあるが病状の再熱ない為、退院後について対話を重ね、施設入所を希望。施設見学を行うが、家族の希望から自宅退院を目標とし家族関係の調整を図るため、外泊訓練を開始。H29.5.23自宅退院時のサービスについて話し会う中で、興奮し自己の感情を制御できずに大声で叫び歩く事や独語・怒鳴り声が活発となった為服薬調整を実施。その後も、自宅か施設で意志決定出来ず、周囲に振り回される事があるが、家族の意向に添い自宅退院となる。外来での治療可能と判断され退院となる。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して参加し、仕事に向けた準備を行う。
	①デイケアに継続して参加し、就労の準備を進める。
	①就労支援プログラムへ参加し、就労に向けた能力の向上を図る。
	①プログラムへ参加し、就労に向けた能力の向上（パソコン操作、体力向上）を目指していく。スタッフは参加状況を確認していき、出来ている点は評価しつつ、就労に向けて必要な能力を振り返っていき、就労に必要な能力の向上を確認していく。

	
	②病状管理能力を獲得する。
	②幻聴やストレスへの対処能力を獲得する。
	②幻聴がある際や、ストレスがある際には、スタッフへ相談し、対処法を一緒に検討しながら実践していく。スタッフは相談があった際には対処法を検討しつつ、本人の状況を見ながら声を掛け、幻聴やストレスの有無を確認していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①就労支援プログラムへ参加し、就労に向けた能力の向上を図る。

②幻聴やストレスへの対処能力を獲得する。
	・7/14より正式利用開始。数回体験利用をしていたことも有り、動揺なく参加している。プログラムは就労支援プログラムに参加しており、スタッフの問い掛けに返答しながら問題なく参加している。

・担当スタッフと目標を検討する際、今後として「調子が良くなったら働きたいと思ってます」と話しているが、すぐに働きたいとは思っていないとのこと。デイケアでの希望として、パソコンの能力や体力をつけるなど就労に向けた準備を行っていきたいと話している。

・精神症状については、独り言が多いことに悩んでいるとのことで、幻聴があるとのこと。デイケアでも幻聴があるとのことだが、不定期に生じており、幻聴を誘発する要因はわからないと話している。幻聴への対処は特にしていないと話している。デイケアで過ごしている際に、幻聴に関する訴えが聞かれることはない。
	本人は後々就労を目指している状態であり、本人の希望としても就労に関連することが聞かれている為、本人の希望に沿って就労への準備を行っていけるように目標計画の①を設定している。また、病状について、精神症状が不安定になった際に、叫んでしまうことや独語が聞かれることがあった為、病状管理能力の獲得が必要となる。幻聴への対処を行えていない為、病状管理能力を獲得する為に目標計画の②を設定する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	デイケアに継続して参加し、仕事に向けた準備を行う。
	①デイケアに継続して参加し、就労の準備を進める。
	①就労支援プログラムへ参加し、就労に向けた能力の向上を図る。
	①プログラムへ参加し、就労に向けた能力の向上（パソコン操作、対人関係技能）を目指していく。スタッフは参加状況を確認していき、出来ている点は評価しつつ、就労に向けて必要な能力を振り返っていき、就労に必要な能力の向上を確認していく。

	
	②病状管理能力を獲得する。
	②幻聴やストレスへの対処能力を獲得する。
	②幻聴がある際や、ストレスがある際には、スタッフへ相談し、対処法を一緒に検討しながら実践していく。スタッフは相談があった際には対処法を検討しつつ、本人の状況を見ながら声を掛け、幻聴やストレスの有無を確認していく。


